
機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

安来高等学校 校内ロードレース大会
本校生徒が保護者や地域の
方の応援を受けながら市内
を走る。

全校生徒・保護
者

370 10月24日
PTAより
豚汁の提
供あり

安来高等学校 文化祭

・文化系部活動によるス
テージ発表及び展示
・２年生「総合的な探究の
時間」探究活動中間成果発
表
・１年生「安高お弁当コン
クール」

全校生徒・保護
者・地域の方

400 10月30日

安来高等学校 企業見学バスツアー

地域の事業所を訪問する。
働くことに対する思いや姿
勢を知る。
地元企業が社会にどのよう
に貢献しているのかを理解
する。

1年生全員・市役
所担当課・地域

事業所
120 11月6日

安来高等学校
魅力化コンソーシアム
役員会（授業参観）

①2年生「総合的な探究の
時間（班別活動）」の参観
及び助言。
②第2回魅力化コンソーシ
アム役員会。

①2年生全員・コ
ンソーシアム役
員・地域の方
②魅力化コン
ソーシアム役員

150 11月7日

安来高等学校 職業人講話

様々な職業分野で活躍する
方を招いて話を聞くこと
で、将来の生き方を考える
機会とする。

1・2年生全員・
地域講師

250 11月14日

情報科学高等学校 情報ITフェア

本校の体育館、校舎、設備
等を開放して開催するＩＴ
体験イベント。生徒が日頃
学んでいるＩＴに関する知
識や技術を、地域住民の方
を中心とした来場者の皆様
に発表、展示、体験してい
ただく。

地域住民、市内
の中学生ほか

1,100
11月30日
12月1日

情報科学高等学校
情報科学高校で「遊ぼ
う学ぼう講座」

本校の施設・設備を活用し
たＩＣＴ関連技術の体験講
座。生徒が内容を企画し、
指導プランをたて、参加者
に直接指導を行う。

安来市、松江市
の小中学生

40 10月14日

松江北高等学校 授業公開
授業を公開し生徒の様子を
通して、本校の教育活動へ
の理解を深めてもらう。

保護者 60
11月 5日～

８日

松江北高等学校 保護者学年集会

各学年の保護者を対象に情
報提供するとともに，今後
の学校の指導方針を保護者
と共有する。

３年生保護者
２年生保護者
１年生保護者

450
10月24日
10月23日
10月18日

松江北高等学校 保護者面談

担任と保護者が個別に面談
することにより、個々の生
徒への指導内容を共有す
る。

３年生保護者
（２年生保護
者）
１年生保護者

500

10月28日～31
（12月24日～27

日）
11月 5日～8日

2年のみ
12月下旬
に開催の
ため計上
せず

松江北高等学校 人権講演会

２年生・３年生を対象とし
た講演会に参加してもらう
ことで、人権意識を高め
る。

２・３年生生徒
保護者
教職員

500

2年生 10月
23日

3年生 11月
1日

参加者に
は2・3年
生生徒・
教職員を
含む

松江工業高等学校定時制 茶道教室 茶道教室
定時制１・２年
生
正副担任

80

10月15日
22日
29日

11月5日
19日

年間各学
年4回の
計8回開
催（期間
中該当5
回）

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

松江工業高等学校定時制 性教育講話 性教育講話
定時制３・４年
生
教員

20 10月22日

松江工業高等学校定時制 企業見学

県内の企業見学を通じて、
企業の実際の活動及びさま
ざまな仕事や働き方などを
体験的に 学習することに
よって、生徒の社会 への
関心や職業意識を高める。

全校生徒・教員 60 10月25日

松江工業高等学校定時制
高校生のための消費者
講座「巣立ち教室」

・契約とは
・クレジットカードについ
て
・消費者トラブルと対処法

定時制４年生
教員

15 11月5日

松江工業高等学校定時制 着付け体験
(1)着付け体験
(2)和服に関する講義・実
演

定時制３年生 5 11月7日

松江工業高等学校定時制 そば打ち体験

地域の大人やクラスメイト
と協力してそばを打つこと
で、周りの人と力を合わせ
ることの良さを実感すると
ともに、コミュニケーショ
ン能力を養う。

定時制２年生
正副担任

20 11月12日

1～3年生
で実施
（期間中
の該当は
2年生)

松江商業高等学校 公開授業週間

授業および生徒の様子を関
係者に公開することで、本
校の教育活動を広く周知し
アピールする。

保護者・学校評
議員
三者連携機関
（島根県立大
学・湖南中学
校）

50
10月21日

　～
10月25日

2～4限で
実施

松江農林高等学校 収穫祭

・講演会
・吹奏楽部、生徒有志によ
るステージ発表
・展示（各学科、文化部、
農業クラブ、家庭クラブ
等）
・農産物即売会
・模擬店

生徒
保護者
教職員
地域住民

3,500
11月22日

23日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

宍道高等学校
碧雲祭
（学園祭）

松江市総合体育館にて体育
祭を開催し、保護者に観覧
いただいた。また、文化祭
を学校で開催し、保護者お
よび地域の方にも参加いた
だいた。

全校生徒、保護
者、地域住民

300
10月17日

19日

宍道高等学校 SHINJI☆多文化Festa
～多文化共生を考えよう～

本校の体育館にて異文化・
多文化についての生徒の発
表、教室にてワークショッ
プ、玄関前にて多文化ラン
チを実施した。保護者、宍
道町民、関係者にも参加い
ただき、多文化共生社会の
実現のため、自分自身に何
ができるのか一緒に考え
た。

全校生徒、保護
者、地域住民

300 11月27日

大東高等学校 朝読書週間

登校後から朝礼までの時間
を活用して、各自で静かに
読書をすることで、読書習
慣の確立と図書館の活用推
進を図る。

全校生徒・教職
員

200
10月28日～

11月1日

大東高等学校 授業公開週間

保護者・近隣学校等に対し
て、すべての授業を公開
し、教職員のICTを活用し
た授業改善を推進する。

本校保護者・近
隣学校・雲南市
教育委員会・学
校運営協議会

7
10月28日～

11月1日

１学期も
実施(見
学者18
名)

横田高等学校 授業公開
しまね教育の日に併せて授
業等を公開し、本校の教育
活動の向上に資する。

①全校生徒、教
職員
②以下の案内先
の希望者
・保護者
・奥出雲町立中
学校及び
　町外近隣中学
校
・学校運営協議
会委員

235
11月11日～

15日

三刀屋高等学校 第２回公開授業週間

期間中の全ての授業を公開
授業とする。
参観者は自由に参観し、授
業参観ワークシートを記入
する。
授業者はワークシートを受
け取り、今後の授業の参考
にする。

保護者
雲南市教育委員
会
雲南市内の小学
校、
中学校、高等学
校
学校運営協議会
委員

10
11月11日～

15日

三刀屋高等学校掛合分校 インターンシップ
雲南管内を中心に地元企
業、事業所、行政等18か所
で職業体験実習

２年生、地元企
業、事業所等の
関係者

40
10月16日～

18日

学校主催
(雲南市
内外各事
業所等)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=47
3
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「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

三刀屋高等学校掛合分校 台湾研修旅行 現地大学生との交流
２年生、教職
員、現地大学関
係者

30 10月24日

学校主催
(真理大
学)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=47
4

三刀屋高等学校掛合分校 台湾研修旅行 雲南ブランド米販売実習

２年生、教職
員、雲南市教育
委員会担当、台
湾関係者

30 10月25日

学校主催
(微風南
山店)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=47
5

三刀屋高等学校掛合分校
県内専門学校ガイダン
ス

県内専門学校10校が各ブー
スごとに概要説明等

掛合分校１年生
および２年生希
望者、横田高
校、飯南高校２
年生希望者、専
門学校関係者

100 10月30日

県専門学
校連合会
主催(掛
合交流セ
ンター)

三刀屋高等学校掛合分校 波多地区例大祭 はやしこ奉納
地域住民、１年
生、教職員

60 11月14日

地域主催
(掛合町
波多地
区)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=48
6

三刀屋高等学校掛合分校
掛合分校文化祭（１日
目）

・生徒研究発表
・ビブリオバトル
・映画鑑賞
・１年生、郷土芸能同好会
による掛合太鼓披露
　　　　　　　　ほか

全校生徒、教職
員、来賓、卒業
生、地域住民、
保護者

160 11月15日

学校主催
(校内)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=48
7

三刀屋高等学校掛合分校
掛合分校文化祭（２日
目）

・生徒会企画
・クラス企画・展示
・各部・同好会・委員会等
展示
・雲南市ブランド米特別販
売会
・歌唱同好会発表
　　　　　　　　ほか

全校生徒、教職
員、来賓、卒業
生、地域住民、
保護者

160 11月16日

学校主催
(校内)
https://
www.kake
ko.ed.jp
/news/ne
ws.php?n
ewsid=48
8

飯南高等学校 進路ガイダンス

キャリア教育の一環として
キッズコーポレーションか
ら講師を招き、進学や就職
についての情報を得て、進
路選択に活かす。

１年生
２年生 110 10月17日

飯南高等学校 校内球技大会

スポーツの楽しみや喜びを
味わい、公正・協力・責任
など望ましい態度を身に付
け、クラスの連帯を強め
る。

全校生徒 170 10月24日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

飯南高等学校
雲南地区専門学校ガイ
ダンス

キャリア教育の一環として
県内の10の専門学校が開催
する説明会に参加し、様々
な分野の専門性や職業につ
いての理解を深め、進路選
択に活かす。

２年１組 30 10月30日

飯南高等学校

公開授業旬間
出前講座「統計ってお
もしろい！データから
考察しよう」
授業力向上研修

グランドデザインを意識
し､主体的・対話的で深い
学びを促す授業改善及び授
業力の向上を目指す。

全校生徒
保護者
地域住民

200

公開授業旬
間は11月5日

～15日
出前講座は
11月12日

授業力向上研
修は11月14

日

飯南高等学校
中高一貫教育研究委員
会

「連携型」中高一貫教育に
ついて理解を深め、成果と
課題を検証し、教育内容の
充実と課題の改善を図る。

１年生
飯南高校・頓原
中・赤来中の教
職員
飯南町教育委員
会
島根県教育委員
会

80 11月7日

飯南高等学校 課題研究最終発表

課題研究の成果をまとめ、
表現し、様々な意見を踏ま
えて整理し、新たな課題を
発見する。

３年１組
２年１組
地域住民

80 11月8日
YouTube
配信

飯南高等学校 飯南ジョブトーク

社会人と語り合って地域の
大人の人生観や職業観に触
れ、自身のライフキャリア
を考える。

１年生
頓原中２年生
赤来中２年生
地域住民

100 11月19日

平田高等学校
令和６年度「しまね教
育の日」の奉仕活動

平田地域奉仕活動　（雲州
平田船川沿いのゴミ拾い・
平田保育所の除草作業等・
愛宕山公園の奉仕作業）

平田高校生徒
・教職員・地域
住民

320 10月30日

出雲工業高等学校
出雲工業高校
ジュニアスポーツフェ
ス２０２４

出雲地域の園児や小学生を
対象に、スポーツを体験し
てもらう機会を作り、本校
の部活動に所属する生徒た
ちがそれぞれの競技をサ
ポートする。

出雲地域の園児
および小学生

150 11月3日

（園児・
小学生31
名、保護
者・高校
生・職員
約120
名）

出雲商業高等学校 授業公開期間

授業公開を通して、保護者
に学校での生徒の学習の様
子をご覧いただくとともに、
本校の学習内容・学習活動
を知っていただくことで、保
護者（家庭）と学校が一体と
なって生徒のさまざまな学び
を推進するきっかけとする。

本校保護者
学校魅力化コン
ソーシアム委員

10
11月5日
～7日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

出雲商業高等学校 人権教育講演会

同和問題についての講演を
聴講し、その現状等につい
ての理解を深め、現代社会
における人権課題を、自分
自身に関わる問題として捉
えることにより、それぞれの
人としての尊厳を認め合うた
めの基盤づくりとする。

保護者 10 10月9日

出雲商業高等学校
１年商業科コース選択
説明会

２年次に選択する、商業科
のコースの概要及び専門性
について理解を深め、話し
合いをとおして将来のこと
について深く考える機会と
する。

保護者 10 11月6日

出雲商業高等学校 出商デパート

自立・自律できる人間の育
成を目指し、地域や企業と
連携して、商業に関する専
門的知識技術を習得し、体
験的実践的な学びを行う大
規模販売実習である。

保護者
地域住民
関連する企業、
学校

2,500 11月30日

出雲農林高等学校 移動動物園

動物の飼育方法を展示し、
来園者と交流することで、
広く動物飼育・動物愛護へ
の理解と啓発を図る。

地域住民
関連学科生徒
教職員

5,230

①4月27日
②4月29日
③5月4日
④5月5日
⑤5月19日
⑥10月13日
⑦10月20日
⑧10月27日
⑨11月3日
⑩11月10日

出雲農林高等学校
令和6年度
人権・同和教育講演会

講演を通して講演者の生き
様に触れ、生徒が同和問題
を他人事ではなく、自分の
こととして考えるきっかけ
とする。また、部落差別の
ない社会を実現するために
は一人一人がどのような生
き方をすればよいか自身を
見つめる機会とする。

全校生徒
教職員
保護者

460 10月10日

出雲農林高等学校 進路ガイダンス

学年に応じた進路ガイダン
スをブース形式により実施
して、知識・情報を得た上
での進路実現の一助とす
る。

１年生
教員

130 10月10日

出雲農林高等学校
出農太鼓部
地域講演

本校太鼓部が地域のイベン
ト（公民館活動、秋祭り）
に参加し、演奏を披露して
イベントを盛り上げるとと
もに、本校太鼓部の活動に
ついて紹介する。

地域住民
イベント来場者
出農太鼓部部員
顧問
引率教員

50

①10月13日
②10月14日
③10月20日
④10月26日
⑤10月27日
⑥11月3日
⑦11月10日

地域イベ
ントへの
参加のた
め、一般
の方及び
保護者多
数来場。

出雲農林高等学校
令和６年度森林・林業
体験研修

林業経営・就業体験を通じ
て次代の林業経営者育成を
目的として実施する。

関連学科１年生
教員

30 10月8日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

出雲農林高等学校 高校生工事現場見学会

県内の大規模な工事現場の
見学等を通じて、建設産業
の果たす役割及び正確な産
業界の姿を知り、ものづく
りの喜びや高度な技術力を
身近に体験し、進路意識の
高揚を図るとともに、建設
業に対する正しい理解を深
める。

関連学科２年生
教員

50 10月22日

出雲農林高等学校 授業参観週間

授業参観を通して授業力の
向上を図るとともに、市内
の高校・中学校・保護者お
よび評議員に案内を行い、
本校の学習活動を知ってい
ただく。

高校
中学校(出雲市内
の中学校１４校)
保護者
学校運営協議会
委員

10
10月21日
～25日

出雲農林高等学校
古代出雲歴史博物館
「体験水田稲刈り」

ふるさと学習の一環として
古代出雲歴史博物館の体験
圃場にて６月に植え付けた
水稲の刈り取り作業を保育
園児とともに行う。

関連学科２年生
教員

地元保育園園児

30 10月24日

出雲農林高等学校
障がい者福祉施設での
動物介在活動

動物の飼育方法を展示し、
入所者と交流することで、
広く動物飼育・動物愛護へ
の理解と啓発を図る。
また、交流を通してコミュ
ニケーション能力の向上を
図る。

障がい者福祉施
設入所者
職員
関連学科生徒
教職員

130 10月24日

出雲農林高等学校 生徒向け進路講演会

進路実現に向けて必要な学
習・生活習慣について講師
の話を聞き、進路について
考える機会とする。

１．２年生
教員

280 10月24日

出雲農林高等学校
令和６年度出雲農林高
校農業祭

①講演会、ステージ発表
　
②農産物・加工品販売
　展示（日頃の学習の成
果、部活動、学科）
　ステージ発表
　（太鼓部、吹奏楽部、生
徒実行委員企画）

①保護者
　全校生徒
　教職員
　
②一般来場者
　保護者
　全校生徒
　教職員
　保護者

460
①11月15日

②11月16日

一般の方
及び保護
者多数来
場。

出雲農林高等学校
ねむの木保育園での動
物介在活動

動物の飼育方法を展示し、
保育園児と交流すること
で、広く動物飼育・動物愛
護への理解と啓発を図る。
また、交流を通してコミュ
ニケーション能力の向上を
図る。

保育園児
職員
関連学科生徒
教職員

120 11月21日

出雲農林高等学校
科目「地域資源活用」
講話

科目「地域資源活用」の授
業において、実際に地域資
源を活用し活動しておられ
た方「地域おこし協力隊」
の話を聞く。

22 11月25日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

大田高等学校 授業公開

開かれた学校づくりの一環
として、授業ならびに校舎
等の学校施設を広く公開す
ることによって、本校への
理解をより深める機会とす
る。

1，2年生保護
者，市内中学
校，大田高校魅
力化コンソーシ
アム役員

10
11月12日～

15日

大田高等学校
ミニオープンハイス
クール

入学希望者に対し、学校説
明会を通じて大田高校への
関心を深める機会とする。

中学3年生及び保
護者

30 11月9日

江津工業高等学校
いわみん２０２４秋
（家電解体チャレン
ジ）

地域のお子さんと保護者の
皆様に好きな家電を解体し
てしくみを理解していただ
くことにより、ものづくり
や理系に興味をもっていた
だく活動を実施した。

教職員、地域の
子ども、保護者

10 10月19日

江津工業高等学校
DXハイスクール事業
スマホ教室

地域の皆様にスマートフォ
ンの使い方を教えることを
通して、地域理解と自己有
用性の醸成を行うととも
に、オープンバッジ取得に
つなげる体験をした。

機械・ロボット
科１年生、教職
員、地域の皆様

20
10月21日

28日

江津工業高等学校
いわみん２０２４秋
（LEDを光らせてみよ
う！）

地域の小学生と保護者の皆
様にLEDの電子工作をして
いただくことにより、もの
づくりや理系に興味をもっ
ていただく活動を実施し
た。

教職員、地域の
中学生、保護者

10 10月26日

江津工業高等学校
いわみん２０２４秋
（江の川でRowingをし
よう！ ）

ボート部員の支援により、
地域の皆様にローイングを
体験していただきく活動を
実施した。

ボート部員、教
職員、地域の皆
様

10 10月27日

江津工業高等学校 県内企業見学
県内企業を見学し、企業の
活動や働き方の実態を知る
ことができた。

機械・ロボット
科１年生、教職
員、日本製紙株
式会社、Blue
Sky Frontier株
式会社

20 10月30日

江津工業高等学校

いわみん２０２４秋
（高校の弓道部員に弓
道を教えてもらおう！
）

弓道部員の支援により、地
域の皆様に弓道を体験して
いただき、武道のすばらし
さを感じていただく活動を
実施した。

弓道部員、教職
員、地域の皆様

30 11月4日

江津工業高等学校
授業公開週間
校内球技大会

保護者の方を学校に招いて
授業公開を行うとともに、
校内球技大会の観戦をして
いただいた。

全校生徒、教職
員、保護者

170
11月1日
～7日
12日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

江津工業高等学校
２年生インターンシッ
プ

地域の企業でインターシッ
プを行う。授業及び実習に
おける学習を深化し、職業
観・勤労観の育成や進路意
識の高揚につながった。

２年生、教職
員、２９事業所

100
11月6日
～8日

江津工業高等学校
保育所との交流（コウ
ギョウを見に行こう）

園児を対象に工業高校の施
設や学科コースの内容を体
験してもらうことで面白さ
を感じてもらいキャリア形
成に寄与した。

渡津保育所、あ
さりこども園、
たまえ保育園、
めぐみ保育園の
園児、教職員、
保育士

40 11月8日

江津工業高等学校 地域の人から学ぼう

江津市議会議員をお招き
し、議員と生徒が地元定着
のための課題や改善案を議
論した。

機械・ロボット
科、建築・電気
科１・２年生、
教職員、江津市
議会議員

120 11月13日

江津工業高等学校
江津市内企業ワールド
カフェ

体育館と柔剣道場に企業の
ブースを設置し、生徒が
ブースを訪問して企業担当
者様から企業についての説
明を受けることで、地域の
企業を理解する活動を実施
した。

１年生、２年
生、教職員、島
根職業能力開発
短期大学校１年
生、江津市内企
業、江津市役
所、島根県西部
県民センター

200 11月18日

江津工業高等学校 保育体験実習

地域の保育園に出かけ、子
どもの生活や心身の発達の
特徴、保育への理解を深め
た。

２年生、教職
員、園児、保育
士

200
11月20日

21日

江津工業高等学校 おとなの社会見学

島根県西部県民センターの
協力で保護者に石見地域の
企業を見学していただき、
地域の企業に関する理解を
深めていただいた。

保護者、教職
員、島根県西部
県民センター

20 11月21日

江津工業高等学校
保育所との交流（コウ
ギョウを見に行こう）

園児を対象に工業高校の施
設や学科コースの内容を体
験してもらうことで面白さ
を感じてもらいキャリア形
成に寄与した。

敬川保育所の園
児、教職員、保
育士

40 11月26日

浜田高等学校全日制 授業公開週間

期間中のすべての授業を公
開し、教員相互が授業を参
観し合い、授業力向上の一
助とした。また、本校教育
活動への理解を図るため、
保護者・地域教育機関へも
案内した。

本校保護者
地域教育機関関
係者
教職員

100
10月28日

～
11月1日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

浜田高等学校全日制 浜高人権講演会2024

浜田市の「地域ぐるみで育
てる人権意識講座」事業に
則り、本校生徒・保護者・
教職員の人権意識の高揚を
図る講演会を行った。今年
度は「亡くなった娘からの
生命のメッセージ」という
テーマで江角弘道氏を講師
としてお迎えし実施した。

本校全校生徒
本校保護者
教職員

650 10月30日

浜田高等学校定時制・通
信制

学校公開日
定時制昼間部の授業参観，
通信制スクーリング実施日
の授業参観

定時制および通
信制の保護者、
出身中学校の先
生方、
大田以西選出の
県議会議員、
浜田地区サポー
トセンター等支
援団体、
学校運営協議会
委員等

13 11月5日

通信制６
人
定時制７
人

益田高等学校 1年生地域巡検発表会
1年生が地域巡検での学び
をもとに地域発展について
ポスター発表を行う

1年生、保護者、
地域巡検に関
わっていただい
た方々、地域の
方々

150 10月18日

益田高等学校 益田高校　対話＋

1年生が地域の大人と話を
することで自己目標を確認
するとともに地域のことに
ついて考える

1年生、地域の
方々

160 10月22日

益田高等学校
2年生理数科課題研究
中間発表会

2年生理数科で取り組んで
いる課題研究の中間発表会

1・2年生理数
科、保護者、外
部講師

70 10月23日

益田高等学校 授業見学興隆週間
教育関係者、保護者や地域
の方々に授業を公開する

近隣教育関係
者、保護者、地
域の方々

10
10月28日～

11月1日

益田高等学校
いわみ☆未来探究セミ
ナー

地元で働いている大人の話
を聞き、地域課題や自身の
進路について考える

1年生、県内企業
の方々

140 11月5日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

益田高等学校
未来つくるプロジェク
ト「ストレスマネジメ
ント講習会」

認知行動療法に基づいたス
トレスの対処スキルを学ぶ
ことで、心を整え、体調管
理ができるようにする

全校生徒 360 11月13日

益田翔陽高等学校 GAP米稲刈り体験
近隣の小学生が本校で栽培
したGAP米の稲刈り体験交
流会を実施

生物環境工学科
作物・野菜専攻
生、市内小学生

戸田小学校
生徒　8名
教員　2名

9月20日

・小学校
１校
(ほかに3
小学校を
計画して
いたが、
天候（暑
さ）の為
に参加を
見合わす
せること
となっ
た。）

益田翔陽高等学校 地域とのふれあい事業

市内の幼児を対象として、
高校生と一緒にサツマイモ
栽培の体験活動を通じて、
作物を栽培する喜びと楽し
みを知る。

本校農業クラブ
役員：9名
生物環境工学科
2・3年生：63名
総合学科保育選
択生：19名

市内6保育所・幼
稚園生徒：87名

（ほか引率教員：
多数）

10月18日

第1回：
苗の植え
付け（5
月17日）

第2回：
芋掘り
（当日）

益田翔陽高等学校 翔陽祭
農産物や加工品販売実習・
展示・ステージ発表・模擬
店・を実施

全校生徒、保護
者、地域住民

1,500
11月15日
　　16日

吉賀高等学校
吉賀高校2学期授業公
開

特定の授業公開を校内外に
案内し、希望者は授業を見
学することができる

近隣高校教員
（吉賀高校を含
む）、保護者、
地域関係者

20
11月11日～
11月15日

津和野高等学校
津和野高等学校 鍛錬
行事（遠足・つわぶき
街道強歩）

遠足実施、萩市に宿泊の
後、萩から津和野までの道
のりを40.3kmコースと
30.4kmコースのいずれかを
選んで歩く。森鴎外や吉田
松陰に思いを馳せるととも
に、心身の鍛錬を図る。ま
た、保護者に子どもたちの
がんばる姿を見てもらう。

全校生徒
保護者
卒業生

190
10月11日

12日

津和野高等学校
津和野高等学校 授業
公開旬間

授業公開をとおして、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業力の
向上とグランドデザインに
沿った資質・能力の向上を
めざす。また、津和野高校
の様子を広く知ってもら
う。

保護者
中学校教員
高校教員
地域住民

80
11月7日

～
20日

隠岐高等学校 公開授業週間

本校の取組を地域の人々に
公開することで、本校の成
果や課題を共有しカリキュ
ラムをマネジメントする機
会とする。

全保護者
全教職員
島後中学校教職
員
コンソーシアム
委員

50
11月5日～

8日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

隠岐高等学校 ボランティアの日

学校が立地する「有木尼寺
原」地区を全校生徒で清掃
し、地域社会の一員である
自覚を深める。

全生徒 200 11月5日

隠岐高等学校
IT人材育成事業
　成果発表会

隠岐の島町内の企業が抱え
る課題を習得したITスキル
を活用して解決してきた取
組を地元の企業に対してプ
レゼンする。

商業科生徒76名
地元企業

80 10月29日

隠岐高等学校 図書館開放

地域住民に本校図書館を開
放することで、本校生徒と
の交流を深めるとともに、
本校の教育活動への理解を
深めてもらう機会とする。

地域住民 30
11月6日

8日

隠岐高等学校
シャンポー先生に会い
に行こう

フランス人の大学教授シャ
ンポー先生に来校いただ
き、フランス語をはじめフ
ランス文化を学ぶととも
に、異なる価値観に触れる
とともに、隠岐文化を発信
する機会とする。

希望生徒 20 10月31日

隠岐高等学校 商業科販売実習

地元企業と協働すること
で、地域産業の現状を知り
地域貢献に対する意識を高
める機会とする。

商業科3年生徒25
名
地域住民

100 11月3日

隠岐島前高等学校 失敗の日
生徒・教員・地域の方によ
る公開授業、探究活動発表
会、講演会等

全校生徒、教職
員、保護者、地
域住民

250 10月13日

隠岐島前高等学校 授業公開週間
授業公開を通して、本校の
教育活動への理解を深めて
もらう

保護者、島内教
育機関、地域住
民

33
10月21日～

25日

隠岐島前高等学校 オープンスクール
体験授業、高校説明会、高
校生と中学生の交流等

中学生、中学生
保護者

110 10月27日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

盲学校 学園祭
・学習成果の発表
・地域、家庭等との交流
・あん摩体験

幼児児童生徒、
保護者、卒業
生、地域の方

90 10月19日

盲学校
点訳ボランティア学習
会

・点字の学習機会を通し
て、本校の教育活動に関わ
る図書や資料の点訳に役立
てる。

一般社会人 10
11月22日 年8回

実施

盲学校
県庁等勤務の職員を対
象としたあん摩体験会

・職員会館を会場にあん摩
体験会を行い、盲学校や理
療教育についての理解・啓
発を図る。

理療科生徒・教
職員、県庁近隣
勤務の県職員

20 11月21日

盲学校 路線バスを触る学習

・松江市営バスの触察等を
とおして、バスの構造や乗
り方を知り、安全な利用に
繋げる。

幼小中普の幼児
児童生徒・教職
員、松江市交通
局

20 11月7日

松江ろう学校
松ろう文化祭
「かきばら祭」

ステージ発表(幼,小）
ブース発表（中,高,各企
業,保護者,卒業生,地域）
作品展示

幼児・児童・生
徒
教職員
保護者
卒業生
地域の方
関係企業の方

250 9月28日

松江ろう学校 地域交流スポーツ大会
生徒会が企画し地域の方を
招いてスポーツ交流を実
施。

生徒（中、高）
古江地区の住民
の方
教職員

30 11月15日

松江ろう学校 ＰＴＡ進路研修会
講師を招聘し保護者向けの
研修会と生徒向けの授業を
実施。

保護者
校内教職員
生徒

80 11月20日

浜田ろう学校 浜ろうフェスティバル

・島根県立大学演奏
・校内オリエンテーリング
・記念撮影
・ブース
（ドローン体験、モルック
体験、占いの館、ＰＴＡイ
ベント）
・キッチンカー

幼児・生徒
保護者
卒業生
地域の方
地元の市議会議
員
県立大学生
関係者

160 9月21日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

松江養護学校
「いっしよに○○しま
しょう大作戦!」

川津公民館を使って川津地
域の方と制作活動やゲーム
的活動を通しての交流。

中学部２年４
組、地域住民、
地域の幼児・児
童・生徒

40
11月26日
　　27日
　　28日

松江養護学校 松養まつり

児童生徒による学習発表お
よび、作業班製品販売。ま
た、福祉事業所の方々によ
る販売やPTA主催の遊びの
コーナー等。

松江養護学校川
津校舎生徒(全学
部)

200 11月1日

松江養護学校 干し柿の作業体験
松江市の畑ほし柿組合の見
学、干し柿の収穫作業体
験。

安来分教室1年生
徒

6

10月4日：
見学

11月19日：
体験

活動の様
子を地域
参観日
（11月29
日）にお
いて地域
の方へ発
表した。

松江養護学校 川津公民館文化祭
高等部作業班の製品販売及
び音楽部によるステージ発
表(合唱)等。

高等部生徒(販売
担当数名、音楽
部生徒)

10 10月20日

石見養護学校 ウッドスタート
高等部木工班が製作した積
み木を、乳児にプレゼント
する活動

木工班生徒
１歳児と保護者

20 10月24日

石見養護学校 事業所等による見学会
本校の学習を知っていただ
く理解啓発活動

近隣の企業
福祉事業所
相談支援事業所
就労支援機関

20 11月28日

石見養護学校 石見もりもり祭
舞台発表と作品展示
販売活動

学校運営協議会
委員
児童生徒
保護者
地域住民

150 11月16日

益田養護学校 ますようまつり
学習発表
作品展示
作業学習製品販売

小学部児童
中学部生徒
高等部生徒
保護者
地域の方

280 10月19日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

隠岐養護学校 隠岐養護まつり

・作業製品販売（中・高等
部）
・音楽発表（小・中学部）
・ＰＴＡ主催の模擬店
・関係機関の出店
・児童生徒作品展示
・隠岐水産高校の製品販売

・隠岐養護学校
　児童生徒、保
護者、卒業生
・関係機関職員
等
・交流高校生徒
・地域住民

300 11月16日

松江清心養護学校 清心フェスティバル

・各学部児童生徒や、地域
の有志の方によるステージ
発表や、児童生徒の作品展
示や保護者企画の模擬店
等。

全校児童生徒
保護者

200
10月17日～

19日

松江清心養護学校
生馬小学校との交流
「ふれあい集会」

・生馬小学校において、生
馬小学校の3、4年生と本校
小学部児童とで歌やグルー
プ活動を行い、学校間交流
を行った。

生馬小学校3，4
年生
本校児童

60 10月29日
（会場）
生馬小学
校

松江清心養護学校
生馬っこまつり（生馬
行燈）への参加

・「生馬青少年を育てる
会」の人たちと学校が一緒
になって、地域を元気にし
たいと計画した。

地域の方々
全校児童生徒
保護者教職員

200 10月26日
（会場）
生馬小学
校

松江清心養護学校
芸術鑑賞会ワーク
ショップ

・12月に行う芸術鑑賞会で
実際に演者として参加する
ために、事前に歌やダン
ス、演じ方などを指導を受
けた。

参加生徒・教職
員

50 10月30日

松江清心養護学校

令和6年度 第40回中
国・四国地区肢体不自
由特別支援学校PTA連
合研修会島根大会

・「進路」「福祉サービ
ス」「防災」の3つの分科
会に分かれ、各指導助言者
から講演を聞き、参加者か
ら意見や質問をしながら研
修会を行った。会場と各参
加校とをZOOMでつないで双
方向からのやりとりをし
た。

中国・四国地区
の肢体不自由特
別支援学校教職
員・保護者

80 11月1日

松江清心養護学校 全校集会

・現執行部役員が今年度の
取組の発表
・児童生徒会役員選挙
説明や選挙

本校児童生徒
教職員 120 11月13日



機関名 事業名 事業概要 対象者 参加人数（人） 開催日 備考

「しまね教育の日」取組状況（県立学校）

松江清心養護学校 あすチャレスクール

・元パラリンピック車いす
バスケの選手をゲストに呼
び、体験や講演を通じて、
挑戦することの大切さを学
んだ。

本校児童生徒・
教職員

70 11月14日

松江清心養護学校
第3回生馬地区ボッ
チャ交流会

・様々な立場の地域の方々
や関係者とボッチャをとお
して交流をした。

生馬地域の方、
近隣の学校（高
専バスケ部員、
生馬小教職
員）、県教育庁
職員等、隣接病
院（東部島根医
療センター職
員・利用者）、
福祉事業所（NPO
こだま利用者・
職員）、島根大
学学生、本校
ボッチャ部員生
徒、本校OBOG

100 11月24日
（会場）
松江高等
専門学校

松江清心養護学校
生馬公民館主催ボッ
チャ大会

・地域の方々や関係者と
ボッチャをとおして交流を
した。

生馬地域の方、
本校児童生徒・
教職員

60 11月26日

松江緑が丘養護学校 みどりが丘まつり

本校の文化祭。全校合唱、
作品展示、学部学級毎の模
擬店等を通して保護者や地
域の方に学校の様子を知っ
てもらう。PTAや教育後援
会にも模擬店やバザー等を
企画していただき、みんな
で作り上げる。

全校児童生徒、
保護者、教育後
援会会員、地域
住民

180 10月25日

児童生徒
が各自招
待状を作
成し、コ
ロナ禍以
来の外部
参加行事
とした。


